
ご使用に先立ち、この取扱説明書をよくお読みい
ただき本機の性能を十分ご理解の上で、適切な取
り扱いと保守をしていただいて、い
つまでも安全に能率よくお使いくだ
さるようお願いいたします。
なお、この取扱説明書はお手元に大
切に保管してください。
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充電式クリーナ

このたびは充電式クリーナをお買い上げ賜わり厚
くお礼申し上げます。

モデル 4071D
（本機のみ）

モデル 4071DW
（充電器・バッテリ付）

モデル 4071DRA
（急速充電器・バッテリ付）
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主要機能

・ 改良のため、主要機能および形状などは変更する場合がありますので、ご
了承ください。

4071D

電動機 直流マグネットモータ

バッテリ ニカドバッテリ　バッテリ 7000/7002

電圧 直流 7.2V

連続使用時間
約 8 ～ 10 分（バッテリ 7000 時）
約 12 ～ 15 分（バッテリ 7002 時）

集じん容積 600mL

本機寸法 長さ 365mm ×幅 102mm ×高さ 108mm

質量 0.9kg（バッテリ含む）

充電器 DC1251 入力容量 39VA

入力電圧 単相交流 100V 出力電圧 直流 7.2-12V

入力周波数 50-60Hz 出力電流 直流 1.4A

急速充電器 DC1439 入力容量 370VA

入力電圧 単相交流 100V 出力電圧 直流 7.2-14.4V

入力周波数 50-60Hz 出力電流 直流 9A

注意文の ・ ・ の意味について

ご使用上の注意事項は と ・ に区分していますが、

それぞれ次の意味を表します。

警告 : 誤った取り扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷
を負う可能性が想定される内容のご注意。

注意 : 誤った取り扱いをしたときに、使用者が傷害を負う可能
性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定さ
れる内容のご注意。

なお、 に記載した事項でも、状況によっては重

大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に
関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってく
ださい。

注 : 製品および付属品の取り扱いなどに関する重要なご注
意。

モデル

主要機能

警告 注意 注

警告 注意 注

注意
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安 全 上 の ご 注 意
･ 火災、感電、けがなどの事故を未然に防ぐために、次に述べる「安全上の

ご注意」を必ず守ってください。
･ ご使用前に、この「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上、指示に

従って正しく使用してください。
･ お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管し

てください。

･ お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明します。

絵表示の例

このような絵表示は、し
てはいけない「禁止」内
容です。

このような絵表示は、
必ず実行していただく

「強制」内容です。

警告
･ 灯油、ガソリン、たばこの吸いが

らなど吸わせない。
･ 水洗いや風呂場での使用は絶対し

ない。

・ 火災の原因となります。 ・ 感電する場合
があります。

･ 絶対に分解したり修理・改造しない。･ お手入れ・点検の際は、充電器を
コンセントから抜く。また、雨中
で充電したり、濡れた手で抜き差
ししない。

・ 発火したり、異常動作し
てけがをすることがあり
ます。

・ 感電やけが
をすること
があります。

･ 専用の充電器以外は使用しない。 ･ 交流 100V で充電する。

・ 電池の液もれ、発熱、破
裂の原因になります。

・ 昇圧器などのトランス類
を使用したり、直流電源
やエンジン発電機で充電
しないでください。火災
の原因になります。
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警告
･ 電池は発熱、発火、破裂の恐れがあります。次のようなことをしない。

・ 端子に金属類を接触させないでください。
・ 釘や硬貨などが入った袋や箱の中に入れないでください。
・ 雨や水に濡らさないでください。
・ 分解、改造はしないでください。
・ 温度が 10 ℃未満、あるいは温度が 40 ℃以上では充電しないでください。
・ 換気のよい場所で充電してください。
・ 電池や充電器を充電中に布などで覆わないでください。
・ 火中に投入しないでください。
・ 使用時間が極端に短くなったときは使用をおやめください。
・ 電池を使用しないときは、必ずバッテリーカバーをかぶせてください。

･ バッテリの液が目に入ったら、すぐにきれいな水で洗った後、医師の治療
を受ける。

・ 失明の恐れがあります。

･ ご使用済みのバッテリは一般家庭ゴミとして棄てないでください。

・ 棄てられたバッテリがゴミ収集車内などで破壊されてショートし、発
火・発煙の原因になる恐れがあります。

注意
･ 引火性のもの（ガソリン、ベンジ

ン、シンナー、ガスなど）の近く
で充電したり、使用しない。

･ 火気に近づけない。

・ 本体の変形によるショート、
発火の原因になります。

・ 爆発や火災
の原因にな
ります。

･ 排気口をふさがない。 ･ 吸引口をふさいで長時間運転しない。

・ 火災の原因になります。 ・ 過熱による本体の変形、
発火の原因になります。



5

･ 充電器のコードが傷んだり、コン
セントの差し込みがゆるいときは
使用しない。

･ 温度が 50 ℃を超える可能性のあ
る場所（炎天下の車内、火気や暖
房器のそば）に保管しない。

・ 感電、ショート、発火の
原因になります。

・ 本体の変形による、
ショート、発火の原因に
なります。

･ 充電しないときは、充電器をコン
セントから抜く。

･ 充電中、異常発熱などの異常に気
がついたときは、直ちにプラグを
抜いて充電を中止してください。・ 絶縁劣化による感電、漏電、

火災の原因になります。 ・ そのまま充電を続けると
発煙、発火、破裂の恐れ
があります。

･ 充電器のコードを乱暴に扱わないでください。

・ コードを持って充電器を運んだり、コードを引っ張ってコンセントか
ら抜かないでください。

・ コードを熱、油、薬品 , 角のとがった所に近づけないでください。
・ コードが踏まれたり、引っ掛けられたり、無理な力を受けて損傷する

ことがないように充電する場所に注意してください。感電やショート
して発火する恐れがあります。

･ 付属品は取扱説明書に従って確実に取り付ける。

・ 確実でないと、はずれたりして、けがの原因になります。

･ 高所で使用する時は、本体を落下しないように注意する。ま
た、持ち運ぶときはノズルや延長管を持たないで必ず本体のハ
ンドルを持って運ぶ。

・ 本体などを落としたときなど、事故やけがの原因になります。

注意
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各部の名称および標準付属品

4071D 4071DW 4071DRA

バッテリ × ●バッテリ 7000 ●バッテリ 7002

充電器
（充電時間）

×
● DC1251

（約 60 分）
● DC1439

（約 14 分）

ノズル ● ● ●

サッシノズル ● ● ●

延長管 ● ● ●

サッシノズルホルダ ● ● ●

カプセル
スイッチの引金

ハンドル

排気口

吸込口

モデル

標準付属品
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別販売品のご紹介

・ 別販売品の詳細につきましたはカタログを参照していただくか、お買い上

げ販売店もしくは、当社営業所へお問い合わせください。

･ フレキシブルホース
部品番号　A-37568

･ たな用ブラシ
部品番号　A-37552

･ じゅうたん用ノズル
部品番号　A-37546

･ バッテリ 7000（容量 1.3Ah）
部品番号　A-25367

･ バッテリ 7002（容量 2.0Ah）
部品番号　A-25373

･ プレフィルタ
部品番号　A-43979

･ フィルタ（1 枚）
部品番号　A-43963

･ フィルタ（10 枚）
部品番号　A-50728
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使い方

バッテリの充電について

・ はじめてご使用になるとき、長期間ご使用されなかったときは、バッテリ
が自己放電していますので必ず充電してからご使用ください。

・ このクリーナーに使用できるバッテリと充電器の組合せおよび充電時間は
次の通りです。

バッテリの取り外し方
・ バッテリを取り出す時は、セットプ

レートをはずし、バッテリをしっかし
保持して取り出してください。

警告
充電されるときは、必ず専用の充電器をお使いください。

・ 他の充電器を使用しますと、バッテリの液もれ、発熱、破裂の原因
になります。

DC1251 DC1414 DC1439

7000 約 60 分 約 30 分 約 9 分

7002 充電不可 約 45 分 約 14 分

モデル

標準付属品

セットプレート

バッテリ
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使い方

バッテリの充電方法（充電器 DC1251 の場合）
・ お買い上げ時は、バッテリは充電され

ていません。ご使用前に充電器で正し
く充電してからご使用下さい。

・ 充電器のプラグを 100V の電源に差し
込んでください。

・ バッテリを充電器に挿入してくださ
い。挿入は＋－に注意し充電器の挿入
ガイドにそって充電器の底にあたる
まで入れてください。

・ バッテリを挿入すると表示ライトが
「赤」に点灯し充電を開始します。

・ 充電が完了すると表示ライトが消え
ます。

・ バッテリを抜き取り、電源から充電器
のプラグを抜いてください。

・ バッテリを挿入しても表示ライトが点灯しない又はすぐに消えてしまう場
合はバッテリが熱くなっています。バッテリの温度が十分に下がってから
再度充電してください。

注
･ 充電は、バッテリを充電器に挿入するだけでなく充電器の底へしっかり押

し込んでください。端子の接触が不十分だと発熱・発煙の原因になります。
･ マキタバッテリ専用の充電器です。他の目的に使用しないで下さい。
･ 使用直後のバッテリや直射日光の当たる所に長時間放置したバッテリの充

電は、バッテリの温度が十分に下がってから行ってください。
･ 新品あるいは長期間放置後のバッテリを充電する場合、正常なバッテリでも

充電表示ライトがすぐ消える場合があります。その場合、バッテリを抜き、
もう一度挿入してください。２～３回繰り返せば正常に充電できるようにな
ります。２～３回繰り返しても、１分以内に充電表示ライトが消える場合は
バッテリの寿命が過ぎています。新しいバッテリと交換してください。

･ 新品や長期間使用されなかったバッテリは、１回の充電で満充電にならな
いことがあります。このようなときは、使用・充電を２～３回繰り返して
ください。

バッテリを長持ちさせるには
・ クリーナの力が弱くなってきたと感じたら使うのをやめ、充電してください。
・ 満充電したバッテリを再度充電しないでください。バッテリが過充電され、

寿命を短くします。
・ 充電は 10 ℃～ 40 ℃の範囲で行ってください。使用直後などの熱くなった

バッテリは、十分に冷やしてから充電してください。

充電表示ライト

バッテリ

充電器
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使い方

バッテリの充電方法（急速充電器 DC1439 の場合）
・ お買い上げ時は、バッテリは充電され

ていません。ご使用前に充電器で正し
く充電してからご使用下さい。

・ 急速充電器のプラグを100Ｖの電源に
差し込んでください。

・ 充電表示ライトは「緑」に点滅を繰り
返します。

・ バッテリを急速充電器に挿入してく
ださい。挿入は＋－に注意し充電器の
挿入ガイドにそって充電器の底にあ
たるまで入れてください。

・ バッテリを挿入しますと充電表示ライ
トが「赤」に点灯し充電を開始します。

・ 充電が完了すると充電表示ライトが「緑」の点灯に変わり電子ブザーが
「ピー」と約 5 秒鳴ります。

注
･ 充電は、バッテリを充電器に挿入するだけでなく充電器の底へしっかり押

し込んでください。端子の接触が不十分だと発熱・発煙の原因になります。
･ DC1439 はマキタバッテリ専用の急速充電器です。他の目的に使用しない

で下さい。
･ 新品や長時間使用されなかったバッテリは、１回の充電で満充電にならな

いことがあります。このような時は、使用・充電を２～３回繰り返してく
ださい。

･ 使用直後のバッテリや直射日光の当たる所に長時間放置したバッテリを充
電されますと充電表示ライトが「赤」の点滅を繰り返す場合があります。
このようなときはバッテリの温度が下がると充電を開始します。

･ 充電開始後、充電表示ライトが「赤」、「緑」の交互点滅を繰り返し、電子
ブザーが「ピッピッピッ」と約 20 秒鳴った場合はバッテリの寿命または
ゴミづまりで充電できません。

･ バッテリを連続で充電される場合、充電時間が長くなることがあります。

バッテリを長持ちさせるには
1. クリーナの力が弱くなってきたと感じたら使うのをやめ、充電してください。
2. 満充電したバッテリが過充電され、寿命を短くします。
3. 充電は 10 ℃～ 40 ℃の範囲で行ってください。使用直後などの熱くなった

バッテリは、少し冷やしてから充電してください。

バッテリ

充電表示
ライト
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使い方

スイッチの操作

・ スイッチの引金を引くと入り、離すと
切れます。

注
･ ご使用前に必ずフィルタ、プレフィル

タが正しく入っていることを確かめて
からご使用ください。正しく入ってい
ないとモータ部にゴミが入り、故障の
原因になります。

警告
バッテリを入れる前にスイッチの引金を引き、離したとき引金が戻ることを
必ず確認してください。

・ スイッチの引金を引くと入り、離すと切れます。

スイッチの引金
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使い方

付属品の使い方

ノズル
・ テーブル・家具・棚などの上を掃除さ

れるときは、ノズルを本機に直接差し
込んで、ご使用ください。

ノズル＋延長管
・ たたみ・じゅうたん・床など低い所を

掃除されるときは、本機とノズルの間
に延長管を差し込めば立ったままの
姿勢で楽に掃除できます。

警告
ノズルや延長管は使用中に抜けないように、ねじりながらしっかりと差し込
んで取り付けてください。

ノズル

延長管

ノズル

本機
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使い方

サッシノズル
・ 自動車の中や家具のすき間および

サッシの溝などを掃除されるときは、
サッシノズルを本機に直接差し込み、
ご使用ください。

サッシノズル＋延長管
・ 家具の奥など本機があたって入らない

ときや高い所のすき間などを掃除され
るときは、サッシノズルと本機の間に
延長管を差し込み、ご使用ください。

サッシノズルホルダ
・ サッシノズルホルダを延長管に通した

後、サッシノズルをサッシノズルホル
ダに取り付けておくことができます。

ちり落しについて
・ 吸引力が弱くなったときは、吸込口を上に向けてカプセルを手で４～５回

軽くたたいてください。フィルタ、プレフィルタの目づまりが解消し、吸
込力が回復します。

注
･ ゴミをためすぎますと吸込力が低下しますので、早目にゴミを捨ててくだ

さい。

本機

サッシノズル

本機

サッシノズル

延長管

サッシノズル

サッシノズル
ホルダ

延長管
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使い方

ゴミの捨て方
・ ゴミが落ちないよう吸込口を上に向

けて、カプセルを手で４～５回軽くた
たいてください。

・ 吸込口を下に向けて図の矢印方向に
回し、ゴミがこぼれないようにゆっく
り真直ぐカプセルを取り外してくだ
さい。

・ カプセル内のゴミとプレフィルタに
付着したゴミを落としてください。

カプセル 矢印の位置を
軽くたたく

吸込口

カプセル

吸込口

プレフィルタ

カプセル
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使い方

・ プレフィルタを回しながら手前に引
き抜き、中の細かいゴミを捨て、次に
フィルタを取り出し軽くたたきゴミ
を振り落としてください。

ゴミ処理が終わりましたら、下図のように組み立ててください。
まず、フィルタを本機の奥までしっかりかぶせプレフィルタを差し込んだ後、
カプセルを確実にネジ込みます。

注
･ フィルタ、プレフィルタが奥までしっかり差し込まれていなかったり、や

ぶれたフィルタを使いますと、モータ内部にゴミが入り故障の原因になり
ますので注意してください。

･ カプセルは本機にしっかりとネジ込んでください。また、標準付属品（ノ
ズル等）を脱着されるときは、カプセルがしまる方向へ回しながら行って
ください。反対方向へ回して脱着されますと、カプセルがゆるむ事があり
ますのでご注意ください。

フィルタ

プレフィルタ

カプセル プレフィルタ フィルタ
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使い方

ハンガーについて
・ ご使用後や保管するときは、本機裏側のハンガーをおこし、市販の吊り金

具などに引っ掛けておくと便利です。

お手入れは
・ 本機の汚れは、布に石けん水を少量し

み込ませてふきとってください。

注
･ ガソリン、ベンジン、シンナー等は、変色、変形、ひび割れの原因となり

ますので使用しないで下さい。
・ フィルタは時々石けん水でもみ洗いをし、よく乾燥させてからご使用くだ

さい。乾燥が不十分のままご使用になりますと、吸塵力を低下させるばか
りでなく、モータの寿命が低下する原因となります。

洗濯機では絶対に
洗わないでください。
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修理について

修理をされる前に
・ ご使用中に異常が生じたときは、次の点をお調べください。

修理について
・ 上表にしたがってお調べいただいても直らないときは、ご自分で修理なさ

らないで、必ずお買い上げの販売店または当社営業所にお申し付けくださ
い。

・ 修理を依頼される場合は、クリーナー本機の他に充電器も一緒にお持ちく
ださい。

・ 保証期間中は、保証書の規定に従って修理させていただきますので、恐れ
入りますが製品に保証書を添えてご持参下さい。

・ 保証期間が過ぎているときは、販売店または当社営業所にご相談ください。
修理すれば使用できる製品については、お客様のご希望により有料で修理
させていただきます。

症状 調べるところ 直しかた

吸引力が弱い

・ カプセルの中のゴミが一
杯になっていませんか。

・ フィルタが目詰まりして
いませんか。

・ バッテリが消耗していま
せんか。

・ ゴミを捨ててください。

・ フィルタをはたくか、水洗
いしてください

・ 充電してください。

動かない
・ バッテリが消耗していま

せんか。
・ 充電してください。

充電できない

・ 充電ライトがすぐ消える。

・ 満充電できない。

・ 充電器のコードが傷つい
ていませんか。

・ バッテリを抜き、もう一度
挿入してください。２～３
回繰り返しても、１分以内
に充電表示ライトが消え
る場合は、バッテリの寿命
がつきています。バッテリ
を交換してください。

・ 新品または長期間使用さ
れなかったバッテリは、使
用→充電を２～３回繰り
返してください。

・ 使用直後など熱い場合は、
バッテリが十分に冷えて
から充電してください。

・ 直ちに使用を中止して、お
買い上げの販売店にお持
ちください。
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バッテリの回収について

・ 使用済みのバッテリは、リサイクルのため回収しております。マキタ登録
販売店または当社営業所へご持参ください。

・ 使用済みのバッテリは、端子部にビニールテープを巻くか、ビニール袋に
入れてショート（短絡）させないようにしてください。

ニカドバッテリは
リサイクルへ

Ni-Cd

警告
バッテリは発煙、発火、破裂の恐れがあります。次のようなことをしないで
ください。
・ 端子に金属類を接触させないでください。
・ 釘や硬貨などが入った袋や箱の中に入れないでください。
・ 雨や水に濡らさないでください。
・ 分解、改造はしないでください。
・ 火中に投入しないでください。
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マキタ充電式クリーナ保証書

※お買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない場合は無効となりますので
必ずご確認ください。

1. 保証期間内に、取扱説明書、本体ラベル等の注意書に従った正常な使いか
たをしていて故障した場合は、本書の記載内容にもとづき無料修理いたし
ます。

2. 保証期間内に故障した場合は、製品と保証書を添えてお買い上げの販売店
または当社営業所にお申し付けください。

3. 保証期間内でも次のような場合は有料修理となります。
（1）誤ったご使用方法および改造や不当な修理による故障および損傷。
（2）お買い上げ後の落下や輸送上の故障および損傷。
（3）火災、地震、水害、落雷、その他天災地変、異常電圧などによる故障

および損傷。
（4）本書のご提示がない場合。
（5）本書にお買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるい

は字句を書き換えられた場合。
（6）消耗品（ダストバッグ、電池）の交換。

4. ご転居の場合やご贈答品等で、本書に記入の販売店で修理が受けられない
場合は、お近くの当社営業所にお申し付けください。

5. 本書は日本国内においてのみ有効です。
This warranty is valid only in Japan.

6.本書は再発行いたしませんので紛失しないように大切に保存してください。

・ この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束
するものです。従ってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限す
るものではありませんので、保証期間経過後の修理等についてご不明な場
合は、お買い上げの販売店またはお近くの当社営業所にお問い合わせくだ
さい。

モデル 製造番号

お買い上げ日 保証期間 1 年

お客様名
ご住所

販売店名



愛知県安城市住吉町 3-11-8 〒 446-8502

TEL.0566-98-1711 （代表）

881411N6

NNP


